














(目的と方法・対象)

  3 胎以上の超多胎妊娠の最近の動向を分析し、特に不妊治療の今後の研究課題を明らか

にするため、平成 8年度の本研究班の事業として行われた 3胎以上の多胎妊娠に対するア

ンケート調査(平成 8年度厚生省心身障害研究「不妊の在り方に関する研究班事業)の成績

について再分析を行い、特に 3 胎以上の妊娠数の推移、3 胎以上の妊娠の原因、減数手術

率に焦点を絞って検討した。なお、アンケート調査の詳細は厚生省心身障害研究「不妊の

在り方に関する研究」平成 8年度報告書に記載されている。


